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える）、止摂三等開口歯頭音（「子」など）の字が-îz / -z のような書き方をされること、話者に
よっては音韻変化のより進んだ対応も見られること、など、すべてが元代音の細部までを生き生
きと伝えるものである。入声関連の議論も興味深い。大部分の対音において（中古音の）入声韻
尾はゼロあるいは-i, -u になっているが、少数ながら-p-t-k に対応する例もあること、そのほか-t が






 第 7 章「話者・音訳者・書写者の識別」では、音訳に反映した音韻特徴に基づき、話者として
の中国人協力者が複数（主に A・B・C・D・E の５人、主層は A、次に B）いたことを考証。また、
表記の違いに基づきペルシャ人翻訳者も複数いたこと、更に写本の筆跡に基づき書写者も複数い
たことを考証。写本の巻別との対応を明らかにした。音韻史的研究と編集史的研究を見事に結合 
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させた成果として高く評価される。 
 第 8 章「音節総表」は話者 A の部分に現れた全音節の推定音を体系的に一覧できるようにした
もの。別に、話者 B の部分の入声音節の一覧表も作成。 
 第 9 章「基礎方言」では、協力した中国人話者の基礎方言をそれぞれの音韻特徴から推定した。
標準音としての大都（北京）音の混在も念頭に置いたうえで、話者 A の基礎方言は安徽・江西な
いし西南官話、話者 B は江西北部か中部の贛語、話者 C は長江流域の方言、話者 D は呉語、話者
E は江淮・西南官話と推定した。更に『宝書』自体の記述から音訳者や話者の具体名を探っている。 
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